



































Psychological mechanism about the emergence of SNS communication
大和田智文＊1，御幸　大聖＊2
要約：今日，SNS は対人コミュニケーションの重要なチャネルとして日常生活にはなくてはならないもの
になっている．心理学領域における SNS コミュニケーションに関する研究では，SNS の利用がもたらす功
罪や，それに関連するパーソナリティに着目した議論が主になされてきていた．しかしながら，SNS 上に
さまざまな発言を顕在化させてしまう心理機序を FTF コミュニケーションと関連づけながら検討した研究
は見当たらなかった．本研究では，大学生における SNS の利用実態と SNS 上に見られる社会的不適切行
為との関連に着目し，この社会的不適切行為が，FTF コミュニケーションによってすでに存在していた行




を及ぼしていた．一方で，FTF での不適切発言を多く経験している者が SNS 上に見られる社会的不適切
行為に対する許容度を高めてしまうことが，SNS への不適切写真投稿経験に影響を及ぼしていた．加えて，
SNS を利用した自己開示欲求も SNS への不適切写真投稿経験に影響していた．すなわち，SNS への不適
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をもとに作成した項目（計 20 項目）を用いて 5 段階評
定（「1．許容できない」から「5．許容できる」）にて
尋ねた．用いた項目は Table 2 に示した．
SNS の利用実態　SNS の利用実態について計 6 項目
を用いて尋ねた．用いた項目は Table 3 に示した．
SNS を利用した自己開示欲求　SNS を利用した自己
開示欲求について，「あなたは SNS を利用して自己開示







の形で SNS を利用した経験があったが，その他の 17 名
は利用経験がなかったため，この 17 名は以下の分析よ
り除外することとした．その結果，分析対象者は計 80
名（男性 33 名，女性 47 名），平均年齢は 21.19 歳（SD 
=0.78）となった．上記以外の利用実態に関する各項目































たことがある者が 20.0%（計 16 名）おり，そのうちの





















SNS を利用した自己開示欲求（M =2.48，SD =1.14）
と対面場面および SNS 上に対する許容度との関連性を
検討したところ，対面場面に対する許容度との間に弱
















（0= なし（= 制限あり），1= あり（= 制限なし）），お
よび性別（0= 女性，1= 男性）を統制変数，SNS への
不適切発言投稿経験（0= なし，1= あり），および不適
切写真投稿経験（0= なし，1= あり）を目的変数とする




p <.001；β =.151，p <.10）．また，SNS への不適切写真
投稿経験に対しては，SNS 上に対する許容度と FTF で
の不適切発言経験の交互作用と，SNS を利用した自己
開示欲求の主効果がそれぞれ有意となった（β =.421，
p <.05；β =.475，p <.05）．交互作用について単純主効
Table 5　不適切行為に対する許容度の平均値（SD）と分析結果（n =80）
SNS の利用実態　　＼　　許容度 対面場面に対する許容度 p  SNS 上に対する許容度 p
不特定多数との交流目的 （あり / なし） 1.69（0.49）/1.74（0.57） 1.38（0.45）/1.44（0.54）
公開範囲無制限 （あり / なし） 1.61（0.45）/1.79（0.58） 1.36（0.40）/1.45（0.56）
SNS への不適切写真投稿経験 （あり / なし） 2.48（0.81）/1.65（0.46） * 2.16（0.63）/1.35（0.43） ***
SNS への不適切発言投稿経験 （あり / なし） 2.07（0.80）/1.65（0.43） † 1.73（0.73）/1.35（0.41） †
FTFでの不適切発言経験 （あり / なし） 2.08（0.77）/1.68（0.50） 1.69（0.66）/1.38（0.48） †
性別 （男性 / 女性） 1.76（0.62）/1.70（0.49） 1.53（0.62）/1.34（0.39）
   *** p <.001　 * p <.05　†p <.10
Table 4　SNSの利用実態に関する各項目の回答者数（n =80）
SNS の利用実態　　＼　　回答 あり / なし / 投稿経験自体なし（人）
不特定多数との交流目的 26  /  54  /  ―
公開範囲無制限 28  /  52  /  ―
SNS への不適切写真投稿経験  7   /  73  /  ―
SNS への不適切発言投稿経験 15  /  65  /  ―














































経験（0= なし，1= あり）を媒介変数，SNS への不適
切写真投稿経験（0= なし，1= あり）を従属変数とする
ロジスティック媒介分析（cf.，Baron & Kenny，1986；














説明変数 SNS への不適切発言投稿経験 SNS への不適切写真投稿経験
対面場面に対する許容度 ① 　.026 － .163
SNS 上に対する許容度 ② － .005  　.402
FTF での不適切発言経験 ③   　.870***    　.151†
①×③ － .030 － .005
②×③  　.020  　.421*
SNS を利用した自己開示欲求  　.008  　.475*
不特定多数との交流目的 － .006  　.098
公開範囲無制限   　.309***  　.261
性別   　.315*** － .050
R 2   　.998***   　.878***
表中の数値は近似標準化係数である．




に減衰がみられた（β =.987 → β =.885，ps<.001.）．ブー
トストラップ法を用いた間接効果の検定を行った（5000
サンプル）ところ，信頼区間に 0 を含んでおらず（95%CI：
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成 26 年度卒業論文をもとに，第 1 著者がデータの再分析およ
び結果の再考察を行い，問題部分を含めて全面的に改稿したも
のである．また，本研究は日本発達心理学会第 27 回大会にお
いて発表された．
